
科目名 契約法

科目名（英訳） Contract Law

科目ナンバー BS236F03

詳細情報 授業外学修時間：週4時間

担当者
（非）は非常勤講師

久米 一世

単位数 2

開講学年 ２年

開講セメスター 秋期後半

対象学科 選択・必修 必修：
選択：BS

他学科受講

履修順序・履修情報

担当者及び時間割

カリキュラムの中での位置付け
／DP（ディプロマ・ポリシー）

民法の基礎的な知識を習得していることを前提に、典型的な契約類型について学ぶ科目である。

【ディプロマ・ポリシー（DP）】2024年度入学生以降対象
①：◎
②：○

身につく基礎力 ／ 身につく汎用力 調査・情報収集力 傾聴・受信力 ／ 豊かな教養 専門的知識・技能 思考力

授業の主旨
（概要）

本講義では、日本における契約法の原則と体系を個々の事例を参照しながら学んでいく。現代社会に生きる我々の暮らしは常に様々な契約の
上で成り立っており、そこには日常の食料品の購入から複雑な金融商品の取引まで、ありとあらゆる富の移転が含まれる。この移転を行うため
の道具こそが契約であり、そこでのルールが契約法ということになる。本講義では契約を巡り生じる多様な紛争を如何にして解決すべきなのか、
その法的手順を辿ることによって、社会人に不可欠なリーガルマインドを養成する。

具体的
達成目標

本講義の受講により、受講者は契約法の原則と体系を理解できるようになり、また労働契約や消費者契約についても基礎的な知識を習得する
ことができる。

1

【内容】 【第一回】ガイダンス

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第一回小テストを行うこと。

2

【内容】 【第二回】契約の意義・機能・種類

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第二回小テストを行うこと。

3

【内容】 【第三回】契約の効力（１）同時履行の抗弁権・危険負担

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第三回小テストを行うこと。

4

【内容】 【第四回】契約の効力（２）事情変更の法理・第三者のためにする契約

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第四回小テストを行うこと。

5

【内容】 【第五回】契約の解除

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第五回小テストを行うこと。

6

【内容】 【第六回】売買の意義・成立・効力

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第六回小テストを行うこと。

【内容】 【第七回】契約不適合に基づく売主の担保責任
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授業計画

7

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第七回小テストを行うこと。

8

【内容】 【第八回】贈与

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第八回小テストを行うこと。

9

【内容】 【第九回】消費貸借

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第九回小テストを行うこと。

10

【内容】 【第十回】賃貸借の意義・成立・効力

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第十回小テストを行うこと。

11

【内容】 【第十一回】賃貸借の第三者に対する効力等

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第十一回小テストを行うこと。

12

【内容】 【第十二回】請負・委任

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第十二回小テストを行うこと。

13

【内容】 【第十三回】雇用・寄託

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第十三回小テストを行うこと。

14

【内容】 【第十四回】組合・和解

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第十四回小テストを行うこと。

15

【内容】 【第十五回】まとめと解説

【授業外学習】 配布した資料を再読し、Coursepowerの第十五回小テストを行うこと。

授業方法 講義形式で行います。毎回の講義後にCoursePowerから小テストに取り組んでもらいます。小テストのフィードバックとして答え合わせと解説を翌
週の講義冒頭で行います。

成績の
評価方法 成績の評価方法は試験が５割、毎回の小テストが５割です。

成績の
評価基準 成績の評価基準は、試験と小テストを通じて、契約法に関する基礎的な知識が定着しているかで判断します。

教科書

No 書籍名 著者名 出版社 価格 ISBN/ISSN

1.
『契約法【第２版】』 松井和彦他 日本評論社 1900 978-4-535-80663-4

参考文献

備考

関連
ホーム
ページ

メール
アドレス

久米 一世 kume@fsc.chubu.ac.jp

オフィス
アワー

Copyright FUJITSU LIMITED 2005-2011

50 契約法

前画面へ戻る




